
市民調査の意義や今までの

調査成果、各調査サイトの  

特徴的な事例紹介をします。  

トンボ調査や、調査報告書の

作り方、調査結果の里やま  

管理への活かし方など、さま

ざまな発表が聞けますよ。 

◆ミニシンポジウム 

モニタリングサイト 1000 里地調査 

全国サイト間交流会 開催告知 
2013 年 11 月 9・10 日（土・日）＠大阪 

 

全国のモニ 1000 里地調査サイトを対象とした年に一度の交流会を、今年は関西で初となる大阪で  

開きます。今回は調査員の交流プログラムに加え、ミニシンポジウムや調査技術向上研修会も併せて  

開催します。全国の調査サイトや専門の先生との意見交換の場になりますので、ぜひご参加ください！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申 込 み 方 法 

各調査サイトの連絡担当者の方が調査サイト内の

参加者を取りまとめて、１）申込み用紙にご記入の上

FAX・郵送にて下記宛先までお送りいただくか、２）

メールにて申込み用紙の必須事項を本文にご記入 

いただき、下記申込み先までお送りください。 

※ 郵送は到着に時間がかかりますので、 

なるべくメ－ル・FAX にてお送りください。 

※ 受付期間終了後に、NACS-J から申込みをされた 

連絡担当者宛に受領通知と開催要項をお送りします。 

◆申込み期限：2013 年 10 月 31 日（木） 

◆申込み先：（公財）日本自然保護協会 

モニタリングサイト1000里地調査事務局 

〒104-0033 東京都中央区新川 1-16-10 ミトヨビル 2F 

03-3553-4104／03-3553-0139 

moni1000satochi@nacsj.or.jp（担当：後藤／高川／福田） 

http://www.nacsj.or.jp/project/moni1000/index.php 

9:30-16:45 

9 
（土） 

大阪市立自然史博物館 

調査員と調査に関わる専門

家や事務局も交えて、モニ

1000 里地調査の課題や将来像

について話し合います。 

みんなで集まり、これから

の市民調査のアクション  

プランを作りましょう！ 

◆ワークショップ 
長年調査を実施する上で 

重要な、調査技術の向上の 

ための研修会を開催します。 

今回は、植物の専門家をお招

きして植物同定技術研修会を

実施します。 

今まさに調査を主担当されて

いる方や、これから調査の担

い手となるべく勉強中という

方もぜひご参加ください！ 

10 
（日） 

大阪府立大学 I-site なんば 

◆調査技術向上研修会 

会場までの地図 

 

 

1 日目（9・土）会場 

大阪市立自然史博物館 

大阪市営地下鉄御堂筋線 

「長居駅」より徒歩 10 分 

 

2 日目（10・日）会場 

大阪府大 I-site なんば 

大阪市営地下鉄御堂筋線 

「大国町駅」より徒歩 7 分 

 

午前の部 10:00-12:00 

午後の部 13:00-16:00 

mailto:moni1000satochi@nacsj.or.jp
http://www.nacsj.or.jp/project/moni1000/index.php


● 開会の挨拶と趣旨説明 

・ 生物多様性観測と世界分類学イニシアティブについて 

● 植物の同定と標本作成について  

・ モニ 1000 里地調査での標本作成の意義 

・ 標本作成から植物同定までのプロセス 

・ 植物全体の分類のしくみ（分類体系・学名など） 

● 同定能力を上げる実習 

・ 植物図鑑の種類と使い方 

・ 植物同定の基本的な手順・技術 

・ 同定困難な分類群の同定の事例紹介 

● 専門機関との協力関係づくりと 

後継者への同定レクチャー方法 

・ 地域の専門家・博物館をどう活用するか 

・ 同定技術の指導のノウハウ 

・ 後継者の同定力を高めるコツ 

● 大阪市立自然史博物館の事例紹介 

● ステップアップのための 

パラタクソノミスト養成講座 

● 終了の挨拶 

午前の部 ミニシンポジウム 

● 開会の挨拶 

● 市民調査の意義と可能性 

市民が担う調査の現場 

● 「地元集落に根差した調査の体制づくりと  

トンボ調査の成果報告（仮）」 

（（公社）大阪自然環境保全協会 岡 秀郎・ 

枚方いきもの調査会 秋枝 伸志） 

● 「モニ 1000 は僕らの活動の通信簿」 

（五月山グリーンエコー 中川 勝弘） 

● 「地域を巻き込む工夫と 

調査報告書の作成と活用（仮）」 

（NPO 蒲生野考現倶楽部 中野 雅夫・岡 正利） 

 

11/9 
（土） 

11/10 
（日） 

モニタリングサイト 1000 里地調査 全国サイト間交流会 2013 

プ ロ グ ラ ム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ プログラムの間には適宜 休憩と昼食休憩を挟みます。 

※ 発表タイトルなど一部調整中の部分がございます。最新情報はウェブサイトにて更新しております。 

調査技術向上研修会 
ミニシンポジウム・ 

ワークショップ 

講 師 紹 介 

持田 誠 帯広百年記念館学芸調査員。モニタリング

サイト 1000 里地調査コアサイト「帯広の森」植物相

調査担当。 

大原 昌宏 北海道大学博総合物館 教授（昆虫学）。

日本国内でパラタクソノミスト養成講座を展開。 

佐久間 大輔 大阪市立自然史博物館 植物研究室

主任学芸員。西日本自然史系博物館ネットワーク。 

 

午後の部 ワークショップ 

「みんなでつくる！第 3 期アクションプラン」 

市民調査をどんな風に100年先の未来につなげられる

か、まずは 5年間から考えてみよう。 

調査員や専門家、事務局などモニ 1000 里地調査

を作り上げている多くの関係者で、課題を共有し、

将来像を出し合い、これから 5 年間の調査にむけ

た行動計画（アクションプラン）を作ります。全

国各地の調査仲間と明日につながるアイディアを

出し合いましょう！ 

当日参加できない方にもウェブやアンケートを使ってご意

見を募集します。詳細が決まり次第ご連絡します！ 

 

昼食休憩 12:05-13:00 

13:00-16:00 

受付  9:00- 9:30 

研修会 9:30-16:45 
受付   9:30- 10:00 

ミニシンポ  10:00-12:05 



 

 

 

 

 

 

※ モニタリングサイト 1000里地調査 全国サイト間交流会にご参加を希望の方は、本申込書に必要事項を

記入の上で下記事務局までメール・FAX・郵送でお送りいただくか、以下の A～Cの内容を直接メール本

文でお伝えください。 

日本自然保護協会 モニ 1000里地調査事務局 宛 

下記のとおりモニ 1000里地調査 全国サイト間交流会への参加を申し込みます。 

A サイト番号  

B グループ名  

C 
参加者情報 （複数人数参加いただいて構いません。 

但し、9 日（土）の研修会は参加者多数の場合、人数調整をさせていただくことがございます。） 

お名前 （ふりがな） 
当日連絡先 

（携帯電話番号など） 

参加される日程 

9 日（土） 
10 日（日） 

午前 

10 日（日） 

午後 

研修会 

（定員約 30 名） 

ミニシンポ 

（定員約150名） 

ワーク 

ショップ 

（定員約150名） 

     

     

     

     

     

     

 

申し込み・お問い合わせ先 

（公財）日本自然保護協会 モニタリングサイト 1000里地調査事務局 

住所：〒104－0033 東京都中央区新川 1－16－10 ミトヨビル 2F 

TEL：03－3553－4104  FAX：03－3553－0139  

 

FAX の方の使用欄 

宛先 
03-3553-0139 
（公財）日本自然保護協会 

差出人名前  

差出人 FAX 番号  

モニ1000里地調査 全国サイト間交流会 参加申込み用紙 

＠大阪（2013年 11 月 9-10日） 


